
姶良市農業委員会農業委員候補者の推薦及び応募状況（最終公表）

【団体推薦（法人又は団体）】

氏　　名 性別 年齢 職業 経歴 農業経営の状況
認定

農業者

農地利用最適化
推進委員への推
薦

組織の名称
代表者又は管理人の

役職・氏名
構成員 組織の目的 構成員の資格・要件 推薦の理由

1 宮原　千年 男 74
農
業

平成26年４月 思川土地改良区理事
令和２年４月 思川土地改良区理事長
令和４年４月～ 令和６年３月
　　　　　　 姶良市土地改良区連絡協議会会長
令和５年３月～ 姶良市農業委員
令和６年４月～ 姶良市土地改良区
　　　　　　 連絡協議会副会長

耕作面積
20ａ

水稲

農業従事日数　150日

無
姶良市土地改良区
連絡協議会

会長　藏町 芳郎 8

姶良市内の土地改良区の運
営並びに土地改良事業の推
進に関連する資質の向上を
図ることを目的としてい
る。

姶良市内の
土地改良区の代表者

長年にわたり農業に従事されており、
区域内の事情に非常に精通している。
過去の行政経験や農業委員としての実
績、また思川土地改良区理事長として
も精力的に活動されており、耕作者・
地域に貢献され適任と思われますた
め、推薦いたします。

2 平　富士夫 男 71
農
業

ＪＡあいら理事として平成29年５月から就任
水稲　   130アール
白ネギ 　 40アール
一般野菜　 6アール

無 あいら農業協同組合
代表理事組合長
中條　秀二

16,891

農業生産力の増進及び農業
者の経済的社会的地位の向
上を図り、もって国民経済
の発展に寄与すること。

農業協同組合
ＪＡとして農地等の利用の最適化に貢
献する必要があることから

3 森山　良久 男 70
農
業

・平成28年から姶良市で農業を始める。
　（主に米作を周年栽培）
・令和４年３月から姶良市農業委員

田　約70a　水稲
畑　  14a
農業従事日数250日

有
（姶良）

船津田園再生推進会議
副会長
濵田　浩一

550
多面的機能支払交付金
水路・農地・農道の管理

地区内の耕作者である
こと

現在、農業委員であり地域に尽力・貢
献されているため。

4 牧野田　隆平 男 72
農
業

・2003年４月より加治木町で農業を始める。
　主に畑（人参・軟弱野菜）
・米作等周年栽培

耕作面積は畑40ａ
米(田）110ａ
合計150ａ程度
従事日数は300日程度

有
（加治木）

西別府ふるさと倶楽部
副代表
内村　幸雄

65
多面的機能支払交付金
水路・農地・農道の管理

地区内の耕作者
現在、農業委員であり、地域に尽力さ
れ貢献されている為

5 緒方　清隆 男 65

兼
業
農
家

・あいら農業協同組合に勤務しながら
　2020年１月より農業を始める。

耕作面積
米（田）167ａ
畑（休耕）20a
農業従事日数　250日

有
（加治木）

日木山ゆめ倶楽部
副会長
梅木　和行

43
多面的機能支払交付金
水路・農地・農道の管理

地区内の耕作者 地域に尽力され貢献されている為

№
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6 夏田　恒 男 71
農
業

昭和48年４月　就農
平成８年２月～　認定農業者
平成８年～　蒲生町農業委員・姶良市農業委員
令和５年３月～　姶良市農業委員会　会長

水稲＋麦　1,050ａ
農業従事日数　220日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

農業委員の経験、実績を踏まえ、農業
に関する識見を有するとともに、地域
農業に精通していることから、農業委
員として適任である。

7 杉尾　敏憲 男 67
農
業

Ｈ30.４～　蒲生土地改良区理事
Ｈ30.４～　就農
Ｈ30.10～　認定農業者
・米丸里づくりの会会員
・米丸パイプライン推進員

水稲＋麦　1,420ａ
農業従事日数　250日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

農業委員の経験、実績を踏まえ、農業
に関する識見を有するとともに、地域
農業に精通していることから、農業委
員として適任である。

8 大重　孝司 男 66
農
業

・平成27年４月～　川東地区集落協定　理事
・平成29年４月～令和５年３月
　姶良市農地利用最適化推進委員
・令和３年４月～令和５年３月
　姶良市水稲振興会　会長
・令和４年４月～令和６年３月
　姶良市認定農業者の会　会長
・令和５年３月～　現在、姶良市農業委員

水稲＋麦　1,337ａ
農業従事日数　約250日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

農業委員の経験、実績を踏まえ、農業
に関する識見を有するとともに、地域
農業に精通していることから、農業委
員として適任である。

9 内甑　達也 男 64
農
業

・Ｓ54.４　葵工業サッシュ株式会社　入社
・Ｈ11.５　自営業（飲食店）開業
・Ｈ22.８　就農（帰郷）
・Ｈ27.４～　姶良市農業委員
　中山間直接支払集落協定（北山中地区）代表
・Ｒ７.４～
　一般社団法人こしきアグリゲーション代表理事

水稲、たけのこ
ナタマメ

田630a　畑60a

農業従事日数 250日以上

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

農業委員の経験、実績を踏まえ、農業
に関する識見を有するとともに、地域
農業に精通していることから、農業委
員として適任である。

10 橋本　好文 男 70
農
業

Ｓ48.４　豊田工機(株)（愛知県刈谷市）入社
Ｈ７.４　（有）コーワ工業入社　Ｈ27退社
Ｒ５.４～
　現在、姶良市農地利用最適化推進委員

作目　水稲
面積　510a

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

農地利用最適化推進委員の経験、実績
を踏まえ、農業に関する識見を有する
とともに、地域の中心的存在であり、
地域農業に精通していることから、農
業委員として適任である。
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11 長野　洋一 男 64
農
業

・Ｓ55.４　日本特殊工業株式会社　入社
・Ｒ４.１　日本特殊工業株式会社　退社
・Ｒ５.４～　姶良市農地利用最適化推進委員

水稲＋麦　620ａ
農業従事日数　250日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

農地利用最適化推進委員の経験、実績
を踏まえ、農業に関する識見を有する
とともに、地域農業に精通しているこ
とから、農業委員として適任である。

12 三宅　利秋 男 67
農
業

・Ｓ55.４～Ｓ55.10　東京築地天寿青果
・Ｓ56.１～Ｓ60.３　山元商店
・Ｓ60.４～Ｈ30.10　岩澤石油（株）
・Ｈ30.11　就農　・Ｒ１.５　市認定農業者
・Ｒ１.４～　森林組合役員
・Ｒ４.12～　市民生委員
・Ｒ６.４～　市和牛振興会会長、市消防団長
　県家畜商組合理事、姶良伊佐支部副団長
　県消防団理事
・Ｒ７.４～　市生活支援委員、市安心安全町
　づくり委員、市学校関係者評価委員

生産牛・露地野菜・水稲
田60ａ、畑250a
農業従事日数　250日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

各種団体・農業者団体での経験、実績
を踏まえ、農業・畜産に関する識見を
有するとともに、地域農業に精通して
いることから、農業委員として適任で
ある。

13 市野　たつ子 女 53
農
業

・平成29年１月　就農
・平成31年１月～　認定農業者
・平成31年４月～
　姶良市認定農業者の会理事
・令和５年３月～　姶良市農業委員

生産牛　17頭
肥育牛　40頭
飼料作物　290ａ
農業従事日数　250日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

農業に長年従事され、認定農業者とし
て地域農業活動に積極的に取り組まれ
ている。農業委員の経験、実績を踏ま
え、農業に関する識見を有するととも
に、地域農業に精通していることか
ら、農業委員として適任である。

14 市薗　由美子 女 70
農
業

・昭和60年　就農
・平成12年４月～平成20年12月
　蒲生有機部会　会長
・平成15年３月～平成21年５月
　蒲生恵み協同組合　理事
・平成25年　女性農業経営士
・平成26年　鹿児島県海外研修
・平成29年３月～　現在、姶良市農業委員

作目：有機野菜
耕作面積：280ａ
農業従事日数　300日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

有機農業リーダーとして、地域活動や
交流活動に積極的に取り組まれてい
る。農業委員の経験・実績を踏まえ、
農業に関する識見を有するとともに、
地域農業に精通していることから、農
業委員として適任である。

15 岩元　律子 女 64
農
業

・平成21年10月～　就農
・平成27年　女性農業経営士、鹿児島県海外研修
・平成28年～
　市農林業労働者災害共済運営審査委員会委員
・平成29年３月～　現在、農業委員
・令和５年４月～　ファームミズあいら　会長

水稲＋野菜
田　1,400ａ
農業従事日数　330日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

地域活動や交流活動に積極的に取り組
んでおり、女性リーダーとして実践
力・発言力も高い。農業委員の経験・
実績を踏まえ、農業に関する識見を有
するとともに、地域農業に精通してい
ることから、農業委員として適任であ
る。
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16 山下　妙子 女 56
農
業

・平成16年４月～　有限会社　蔵　入社（就農）
・平成30年～　女性農業経営士
・令和５年３月～　姶良市農業委員
・令和６年４月～　ファームミズあいら　副会長
・令和６年９月～　有限会社　蔵　代表取締役

作目　米、有機野菜
耕作面積　19ｈａ
農業従事日数　300日

〇 無 姶良市認定農業者の会 会長　上野　洋一 80

安定したゆとりある農業、
豊かな農業生活を重視し、
各々の専門分野を研鑽しな
がら会員相互の親睦の推進
を図り、併せて地域農業の
発展に寄与する。

姶良市の認定農業者

農業法人蔵の責任者として経営をしっ
かり守っていると同時に、姶良の有機
農業の中心経営体である。農業委員の
経験・実績を踏まえ、農業に関する識
見を有するとともに、地域農業に精通
していることから、農業委員として適
任である。

17 白尾　親昭 男 78
農
業

・Ｈ20.９　木田土地改良区理事（任期中）
・Ｈ26.３　農業委員
・Ｈ29.４　農地利用最適化推進委員
・Ｒ２.３　農業委員（任期中）

耕作面積　田　76ａ
作目　水稲
農業従事日数　200日

無 加治木町木田土地改良区
理事長
蔵満　宗昭

13

農業生産の基盤の整備及び
開発を図り、もって農業の
生産性の向上、農業総生産
の増大、農業生産の選択的
拡大及び農業構造の改善に
資する。

理事10人、監事３人の
役員で構成

当改良区の理事として長年にわたり職
務に従事され、また、農業委員及び農
地利用最適化推進委員等の経験、実績
を踏まえ、地域農業に精通されている
ので適任である。

18 猶木　悟 男 70
農
業

・川東土地改良区副代表
・中山間川東理事、農地水副代表

作目　水稲
耕作面積　田 10,320㎡
　　　　　畑 455㎡
農業従事日数　250日

無 川東地区集落協定
副代表
夏田　恒

31

集落協定を締結することで
機械の共同利用や農作業の
共同化に取り組み、農業生
産活動を継続することによ
り、川東地区の多面的機能
の発揮の促進を図ることを
目的とする。

川東地区集落協定内で
耕作・農地の保全を行
い、それにしたがって
農業生産活動等を行う
ことで、将来にわたっ
て農用地を維持・管理
していくもの。

集落協定の構成員として水路・農道等
の管理に取り組み、周囲からの人望も
厚く、地域農業の発展に不可欠な人物
であるため。


